
■エレベーター内壁 ( 垂直面 ) の保護用シートです。その他部位への取付けはお止めください。
■防炎物品適合商品です。本製品は消防法などの法令に従って取付けしてください。
■容易に取り外し可能な取付け方法である必要があります。手すり等の部品で本製品を押えるよ
　うな施工はお止めください。
■製造上の都合により標準品 6  柄は、表面エンボスが近似柄のベルビアン E X とは異なります。
　本製品と近似柄のベルビアン E X が並ぶように取付けする場合は、あらかじめサンプル等で
　差異をご確認の上、選定することをお勧めします。
■柔軟なマグネットを使用しているため、表面に凹みやキズが付きやすい場合があります。　
　お取り扱いにはご注意ください。
■重量物ですのでお取り扱いの際はご注意ください。特に、落下、折れ曲り、打痕などにはご注
　意ください。
■取付けされる環境、下地によっては、一部両面テープにて固定が必要な場合があります。
■折り曲げたり、スキージー等の鋭利なものを強く押し当てるとシートが裂ける場合があります。
■凹凸や段差のある箇所の上に本製品を置くと、その痕が付く場合があります。軽微なもので
　あれば数時間～ 1 0 日間程度で目立たなくなりますが、鋭利な段差痕などは戻らなくなる恐
　れがありますので保管、取扱いの際はご注意ください。
■マグネットシートは化粧シートに比べると収縮が大きい特性があります。そのため本製品の
　寸法は製品仕様の寸法と実測値が異なる場合があります。

製品幅  　　1 0 2 0mm
長さ  　　　2 4 0 0mm
厚み  　　　約 0 . 8 5mm
重量  　　　約 5 . 8 k g / 枚
梱包入数  　 2 枚（梱包約 1 2 k g）



1 下地の確認

●安全と汚れ防止のために

2 採寸と裁断

●採寸時のご注意

3 取付作業

●裁断時のご注意

●施工時のご注意

4 仕上げ

5 隣り合う2枚目以降の貼付け

ベルビアンマグネットは重量があり落下や折れ
曲がり等には注意が必要です。また色柄によっ
ては、指紋が目立つ場合がありますので、滑り
止め付手袋などを着用して取り扱うことを推奨
します。

磁気カードや腕時計などをマグネット面に近づ
けると不具合が生じる場合がありますのでご注
意ください。

ヘラなどを用い、取り付ける下地表面の異物などを取り除きます。著しい汚れなどを清掃
する際に下地をいためないよう、用具類の選定にはご注意ください。
清掃に水やアルコール等を使用された場合は、液体が残った状態でベルビアンマグネット
の取付作業を行わないようご注意ください。

裁断は平滑な場所でマットなどを敷き、床を傷
つけないよう注意してください。
裁断はカッターナイフの使用を推奨します。マ
グネットの切断は刃の摩耗が早いので、切れ味
を維持するため、こまめに刃を折って作業して
ください。

ベルビアンマグネットの表面や裏面に異物が付着しな
いよう、埃などが立たない場所で作業してください。
貼付け部分の寸法を正確に測り、割付を決定し、裁断

※両面テープの使用
取付けされる環境や下地、天井部まで施工する場合は、
いたずら等による落下防止のため両面テープの使用を
推奨いたします。裏面の両端に、15cm程度の一般用
両面テープを長さ方向に貼ってください。

します。裁断したベルビアンマグネットは意匠面を内
側にして、端部が揃うように巻いてください。

エレベーター内壁はパネルの寸法公差や取付公
差、経年での歪みなどにより、直角が出ていな
い場合があります。
入り巾木の場合は、壁面パネル下端からベルビ
アンマグネットがはみ出さない長さとしてくだ
さい。

手順3で壁面の端にベルビアンマグネットを合わせる要領で、貼付済みの1枚目に突き付け
または目透かしで取付を行います。手順4の要領で仕上げを行います。

※ベルビアンマグネットは重ね貼りはしないでください

2人作業が可能な場合は、丸めた状態のベルビ
アンマグネットを1人が支えながら少しずつ繰
り出して、もう1人が貼っていくようにするこ
とを推奨します。

位置調整などで部分的にめくる場合、めくる面
積が大きすぎると全体が剥がれ落ちてくること
がありますのでご注意ください。

巻き直す際は折れ曲がったりしないよう注意し
て作業して下さい。巻き径はφ100mm以上と
してください。

壁面上部やコーナー部に壁面パネルののみ込み
がある場合は、ベルビアンマグネットも数mm
～10mm程度のみ込ませるときれいに仕上がり
ます。

軍手や柔らかい布などを表面に滑らせるように軽く圧着してベルビアンマグネット全面が
壁面に密着するようにしてください。特にベルビアンマグネットの長さ方向の両端は梱包
時の巻き癖が残りやすいので、必要に応じて軽く逆方向に巻くようにして巻き癖を修正し
た後、圧着を行ってください。


